
自然環境の身体性�

幾人かの女性による環境文学をとりあげて�

2017年3月21日(火)	
  	
  

14:00-­‐15:30	
  
上智大学四ツ谷キャンパス	
  

2号館9階915教室	


立教大学教授  河野哲也氏  講演会�

使用言語 	
   	
  日本語	
  
入場	
   	
   	
  無料	
  

慶応義塾大学文学研究科後期博士課程終了、博士（哲学）。	

日本哲学会、日本現象学会、日本科学哲学会など多くの学会の理
事や委員を務める。 	

専門は、現代哲学と倫理学、近年は環境の問題を扱った哲学を展
開している。また、教育の問題にも関心を持っており、対話によって
思考とコミュニケーション力を養う教育を、幼稚園・保育園児から高
校生を対象として、多くの学校や図書館などで実践している。鎌倉な
どで大人向けの哲学対話、哲学カフェを実施している。 	

主要著作 『いつかはみんな野生にもどる』（水声社、2016） 『現象学
的身体論と特別支援教育』（北大路書房、2015） 『境界の現象学：始
原の海から流体の存在論へ』（筑摩選書、2014） 『「こども哲学」で対
話力と思考力を育てる』（河出書房新社、2014） 『意識は実在しない:	
  
心・知覚・自由』（講談社メチエ、2011） ほか。 	

	


主催　科研基盤B(代表  小川公代)�

  「近代イギリスの女性作家たちの言語態と他者ー感受性、制度、植民地」�

共催　上智大学ヨーロッパ研究所�

　　　〒102-8554  東京都千代田区紀尾井町7-1  上智大学中央図書館7階  721Ｂ�

　　　Tel:  03-3238-3902　　E-mail:  i-europe@sophia.ac.jp      �

上智大学外国語学部英語学科	
  

小川公代	
  

ogawa.kimiyo@gmail.com(定員あり)	
  

申し込み	
  
	



